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はじめに

海の潮がくるぶし程度までひく大潮の日，磯の上を歩いてい
ると何やら黒くて柔らかいウミウシのような，ナメクジのよう
な生き物を見たことはないだろうか．もしその生き物が，完全
に潮がひいて少し湿った岩礁の上で太陽の光を浴びながら，の
んびり海藻を食べていたのなら，それはおそらくイソアワモチ
と呼ばれる生き物である（図１）．今回，筆者の研究対象であ
るイソアワモチについて，その生態および多様性や，食用利用
としての文化について執筆させていただきたい．

イソアワモチの生態

イソアワモチ属（Peronia）は，腹足綱有肺上目収眼目，ド
ロアワモチ科に属す殻を持たない軟体動物である．イソアワモ
チはカタツムリ類と近縁であり肺呼吸ながら，満潮の際には完

研究紹介

全に海の中へと沈んでしまう潮間帯に生息している（図２）．
イソアワモチは鰓を体の後方に持っており（図１），満潮時の
海の中でも呼吸することができる不思議な生き物である．

イソアワモチの多様性

イソアワモチは世界中の温帯から熱帯の海に広く生息してい
る．種ごとの外見は酷似しているため，見た目のみの種判別は
困難であるが，現在９種のイソアワモチ属が記載されている
（Dayratら，2019）．日本におけるイソアワモチは本州以南の潮
間帯にて頻繁に観察することができる普通種であり，昔より様々
な地域にて観察報告がなされてきた（馬場，1958；西村，
1992；奥谷，2000・2017等）．近年では，DNAバーコーディング
を用いたイソアワモチ属の多様性の研究が進み始めており，筆
者のこれまでの研究で，琉球列島より４種（Peronia verruculata，
P. setoensis，P. peronii，P. okinawensis）のイソアワモチ属を確
認した（Mizukamiら，2022）（図３）．現在までに記録されて
いる中でも，P. setoensisは日本固有種，P. okinawensisは琉球
列島固有種であり，さらにイソアワモチ属４種が同じ潮間帯に
同所的に存在する地域は世界でも琉球列島のみであるなど，琉
球列島の潮間帯がイソアワモチ属の多様性に重要な地域である
ことは間違いないだろう．

イソアワモチの食用利用

イソアワモチは主にインド太平洋に面する沿岸域や島国にお
いて，重要なタンパク源であることが知られている（Solankiら，
2017）．琉球列島では干潮時の潮間帯にて，アオサの上にイソア
ワモチが多く生息し，採集も容易であることから昔から食用と
されてきた（久保・黒住，1995）（図３＆４）．沖縄島ではイソ
アワモチを「ホーミ」と呼ぶなど，イソアワモチが古くから食
用資源として地元の人々に親しまれてきたことがわかるが，現
在ではほとんど見かけない文化である．さらに，琉球列島にお
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図１　 イソアワモチの特徴．（赤）正面の顔・柄眼，（青）背眼（矢印で示
した黒い点），（黄）鰓（枝分かれしている器官）．

図２　 潮が大きくひいて完全に干出した潮間帯にイソアワモチが多く現れ
る．（a）伊平屋島・野甫島，（b）伊江島・ニヤティヤ洞，（c）赤崎
海岸・与論島，（d）小野津漁港・喜界島．

図３　 琉球列島に生息するイソアワモチ属４種．（a）P. verruculata（赤崎
海岸・与論島），（b）P. setoensis（ワンジョビーチ・沖永良部島），
（c）P. peronii（湧出・伊江島），（d）P. okinawensis（宇勝・与論島）．
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図５　今回調査を行った琉球列島８島，19潮間帯．

図４　 （a）適切な加熱処理後，冷凍保存され販売されているイソアワモチ
（伊是名島），（b）解凍されたイソアワモチ（伊平屋島）（非売品）．

本研究について

今回の調査では琉球列島８島（南より：伊江島，伊平屋島，
伊是名島，与論島，沖永良部島，徳之島，奄美大島，喜界島）
にて，インタビュー形式による聞き取り調査を行った．聞き取
り調査は，事前にインタビューの許可を取り，イソアワモチを
知っているか，何と呼ぶか，いつから食べているか，どのよう
な調理方法をするかなど，食用イソアワモチについての基礎的
な情報を集め，昔と今で文化がどのように変化したかを調査し
た．インタビューはイソアワモチを知っている可能性の高い，
漁協や魚屋で働く方々や，釣り人を始めとし，島の民宿，居酒
屋やレストランで働く方々，博物館学芸員の方々，そして島で
出会った地元の方々を対象に行った．
聞き取り調査と同時に，各島におけるイソアワモチ属の多様

性の調査のため，大潮の干潮時に磯歩き・標本採集を行った
（図５）．潮間帯にてイソアワモチ個体を発見後，定規と共に撮
影し，分子系統解析用に腹足の一部を切り取りエタノールに保
存した後，大学へと持ち帰った．今回調査を行った８島におい
てイソアワモチは共同漁業権対象外であることを事前に確認し，
奄美大島列島国立公園海域の採集許可（指令大島林水第28-
2006-7号）を得て標本採集を行った．

けるイソアワモチ食用文化についての記録は数少ない（政岡・
真柄，2021）．そこで今回は，公益財団法人水産無脊椎動物研究
所の研究助成をいただき実施した，沖縄島以外の中琉球におけ
る食用イソアワモチ文化の聞き取り調査，および琉球列島の各
島で得られたイソアワモチ属の多様性の結果について記したい．
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琉球列島の伝統的な食用イソアワモチ文化

今回の聞き取り調査では，８島合計135人のご協力をいただ
き，イソアワモチ食用文化についての情報を集めることができ
た．始めに，各島におけるイソアワモチの主な島言葉（しまく
とぅば）を表１に示す．伊平屋島・伊是名島・沖永良部島・喜
界島では沖縄島と同じく「ホーミ（口語ではホーミーに近い発
音）」と呼び，伊江島・与論島では，は行に半濁点がつき「ポ
ーミ（ポーミャ）」と呼ぶ．徳之島では地域により異なる島言
葉で知られており，今回の調査では３つの呼び名「ホーマ・ホ
ーム・シーホーヤ（シーホーニャ）」が同数程度上げられた．
そして，奄美大島でイソアワモチは，島の北東の地域，笠利・
大笠利・竜串の海沿いの集落のみで「コウム」という名前で知
られていた．イソアワモチは各島の島言葉辞典にも記載があり，
特に沖永良部島の島言葉辞典には「ホーミヌ・クレサガリ（ホ
ーミの位下がり）」という諺が残されており，色彩は派手だが
臭いため値打ちが下がる，見掛け倒しという意味で使われてい
たとされる．
現在も地元の人々が食用イソアワモチを知っているかどうか
は，年齢層が大きく関連していた．全体を通して，「若い世代
を通して知っている島（伊是名島・伊平屋島・奄美大島北東の
地域（笠利の集落））」，「主に40～50代以降の人々が知ってい
る島（伊江島・沖永良部島・徳之島）」，「主に60～70代以降の
人々が知っている島（与論島・喜界島）」と分けられた．さら
に，陸地面積が大きい島（徳之島や奄美大島）では，イソアワ
モチの認知度は海沿いの集落では高いが，山沿いの集落では低
い傾向がみられ，また，20～30代の人々の間では，島や集落に
関係なくほとんど知られていないことが多かった．
イソアワモチの収穫時期について，梅雨時期から夏（５月か
ら９月頃）にかけ，潮間帯に生えるアオサが増えると同時にイ
ソアワモチの数が増えるという証言が，どの島でも一番多くあ
った．特に，湿度の高い晴れの日の干潮が狙い時であるとされ
ている．しかし，場所によっては干潮時であれば年中イソアワ
モチが見つかるという証言も見受けられた．
採集するイソアワモチ個体はいずれの島でも，「手のひらや
スリッパぐらいのサイズの個体」であることが判明した．琉球
列島に生息するイソアワモチ４種の内，10 cmを超えるのは P. 
peroniiのみであり，潮間帯で見かける姿は確かに，手のひら

を大きく広げたような様子に少し似ている（図３，c）．
採集したイソアワモチの処理方法は個人によって異なるが，

一個体ずつ切込みを入れ内臓を全て取り出し，おろし金や洗濯
ネット，岩場などを用いて粘液と背面の汚れをこすり落としき
れいに洗浄する（図６）．その後，圧力鍋または普通の鍋に，
水を入れずにイソアワモチを入れ，イソアワモチより出てきた
水分で複数回に分けて柔らかくなるまで煮込む．そのため大き
いイソアワモチの個体は，手作業で処理を行いやすく，加熱し
て大きさが元の半分程度まで縮んでしまっても，身が多く残る
ため，どの島でも好まれているとされる．小さい個体は処理が
大変だが，柔らかく一口で食べやすいとの意見もあった．丁寧
に処理されたイソアワモチは冷凍保存で長期保存ができ，解凍
しても柔らかさが残るため，イソアワモチを一度の採集で大量
にとる家庭が多い．
最も一般的に知られているイソアワモチの調理方法は，島味

噌や，酢味噌和えであった（図７）．イソアワモチ料理はお酒
と共に食べる珍味という声が多く，居酒屋ではイソアワモチが
多く獲れる時期のみの提供となっている．次点で，バターや砂
糖醬油炒めがあげられ，ピーマン，ニラやニガウリなど苦いも
のと一緒に和えるのが人気である．
しかし，イソアワモチを食べたことがある，または調理した

ことがある人たちの中でも，イソアワモチを自分で採集したこ
とがある人たちの数はその３分の１程度であり，実際に採集を
行っている人は数少ないことが明らかになった．戦後から昭和
40・50年代頃と比べ，現在では島での物資の流通が盛んになり
自給自足を行う必要がない上に，潮間帯における海産資源保護
のための漁協の取り締まりも強化されたため，昔と比べ潮干狩
り（イザリ）を行わなくなったという人が多く見受けられた．

図７　 イソアワモチの酢味噌和え．（a）沖永良部島・居酒屋“草”，（b）
徳之島・天城民家，（c）伊是名島・民宿“美島”．

図６　 イソアワモチの処理方法．１．採集後冷凍していたイソアワモチを解凍し，２．切込みを入れ，
３．内臓を全て取り出す．４．背面の汚れを岩場などでこすり落とし，５．綺麗に洗浄したら，
６．煮る準備が完了する．（この処理の順番は人によって前後する．）

表１　 各島のイソアワモチの島言葉（し
まくとぅば）．
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さらに，居酒屋へイソアワモチの仕入れを行う人々の高齢化も
進んでいるため，イザリへ行く人がこのままいなくなればイソ
アワモチがメニューからなくなるとの声もあった．
次に，多様性調査の結果を記す．今回の調査では19の潮間帯
よりイソアワモチ切片159標本を採集し，DNAバーコーディン
グを用いることにより145標本の種同定に成功した．
筆者が2020年から2022年にかけて行った研究（Mizukamiら，

2022）および，2023年から2024年に行った研究（Mizukamiら，
in review）では，沖縄島の潮間帯における優占種は P. 
verruculataであることが判明している．しかし，今回の研究
で調査を行った琉球列島離島８島では P. verruculataの採集数
は極端に少ない，または採集数０という結果となった（図８）．
８島中３島（伊平屋島・伊江島・与論島）では P. okinawensis
が一番多く採集され，沖永良部島では P. peroniiが一番多く採
集された．

P. setoensisの採集数は５月から９月にかけて調査を行った４
島（伊江島，伊平屋島，伊是名島，与論島）と比べ，12月から
２月にかけて調査を行った４島（沖永良部島・徳之島・奄美大
島・喜界島）にて大幅に増加し，特に２月に調査した奄美大島
・喜界島では P. setoensis以外の３種がいないという結果になっ
た．P. setoensisは琉球列島に年中生息している種であることが
判明したが，イソアワモチ属の中でも最小の種であり，食用イ
ソアワモチの調理には向かないとされる（図３，b）．地元の
人々が主に採集する手のひらサイズのイソアワモチ（P. 
peronii）は５月から12月にかけて観察され，水温が下がる１月
以降の冬場に数が減っていたため，イソアワモチ漁業が主に夏
場に行われる結果と一致している．

最後に

今回の調査から，琉球列島において食用イソアワモチ文化の
知名度が，筆者の予想以上に高かったことが判明した．琉球列
島には，特に海や海洋生物と関連のある独特な歴史や文化が多
く根付いているが，それらは島民の高齢化や島の沿岸開発と共
に年々失われつつある．この記事を通して，潮間帯にのんびり
と生息しているイソアワモチおよび，琉球列島のユニークな文
化に少しでも興味を持っていただけたら大変幸いである．
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図８　 今回の調査における各島のイソアワモチ
属４種の標本採集数．下の日付は調査実
施日を記している．


